
※令和４年度以降入学生用 

学校番号 ３０１７ 

 

令和５年度 国語科 

 

教科 国語 科目 文学国語 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 探求「文学国語」 （桐原書店） 

副教材等 改訂版 アシスト常用漢字 （数研出版）１日１講「現代文評論」②（三省堂） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

 社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに、言語文化に対する理解を深めます。小説

や詩歌、随筆等の作品を読み、共感したり想像したりする力を伸ばし他者との関わりの中で伝え合う力

を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようになりましょう。文章を「読む能

力」を向上させるとともに、意思を伝えるための「書く能力」をしっかりと身に付けてください。 

 

２ 学習の到達目標 

言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力

を次の通りに育成することを目指す。 

１ 社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに、言語文化に対する理解を深めることが

できるようにする。 

２ 共感したり想像したりする力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考

えを広げたり深めたりできるようにする。 

３ 言葉が持つ価値への認識を深めるとともに自己を向上させ、言語文化の担い手として言葉を通して

他者や社会に関わろうとする態度を養う。 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観
点 

ａ 知識・技能 ｂ 思考・判断・表現 ｃ 主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

国語の知識や技能を身に付け
るとともに、言語文化に対す
る理解を深めようとしてい
る。 

「書くこと」「読むこと」の各領域
において、深く共感したり想像した
りする力を伸ばすとともに、創造的
に考える力を養い、他者との関わり
の中で伝え合う力を高め、自分の思
いや考えを広げたり深めたりしてい
る。 

言葉が持つ価値への認識を深め
るとともに、読書に親しみ自己
を向上させ、我が国の言語文化
の担い手としての自覚を深め、
言葉を通して他者に関わろうと
している。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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学
期 

単元の学習内容 単元の評価規準 
評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 
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随想を読んで、筆者のものの見

方や感じ方を理解する。 

ａ：文体の特徴や修辞などのさまざまな表

現の技法について、体系的に理解し効果

的に使用している。 

ｂ[読]：随想という文章の種類を踏まえて、

その特徴を十分に理解し、内容や構成、展

開、描写の仕方などを的確に捉えている。 

ｃ：筆者の考えを読み取ったうえで、自らの

経験に照らして自分なりの「感じることにつ

いて」の考えを持とうとしている。 

定期考査 

ワークシート 

定期考査 

ワークシート 

ノート 

ワークシート 

テキスト音読 
［教材］ 

感触－－世界のリアル  

作者の心情に寄り添いながら

も、客観的な視点を持ち、自分

自身に引きつけてテーマを理解

することができる。 

ａ：情景の豊かさや心情の機微を表す語句

の量を十分に増し、文章の中で適切に活

用することを通して、語感を磨き語彙を豊

かにしている。 

ｂ[書]：スピーチ原稿を書くために、選んだ

題材に応じて有効な情報を適切に収集、

整理して、表現したいことを明確にしてい

る。 

ｃ：効果的に言葉を用いながら、工夫を凝ら

したスピーチ原稿を作成しようとしている。 

定期考査 

ワークシート 

定期考査 

ワークシート 

ノート 

ワークシート 

テキスト音読 

［教材］ 

ランドセル 

漢文体が持つ独特のリズムを味

わいながら、画面の展開と登場

人物の心理の変化を的確に捉

える。 

ａ：文体の特徴や修辞などのさまざまな表

現の技法について、十分に理解を深めて

いる。 

ｂ[読]：登場人物の視点や場面の設定の仕

方、表現の特色について細部にわたって

評価することを通して、適切に内容を解釈

している。 

ｃ：人物、情景、心情などを、どうして書き手

がこのように描いているのかを捉え、象徴、

予兆などに果たしている効果に気付こうとし

ている。 

定期考査 

ワークシート 

定期考査 

ワークシート 

ノート 

ワークシート 

テキスト音読 

［教材］ 

 山月記 

古典作品を選定し、何を伝えた

いのかを明確にして翻案する。 

ａ：情景の豊かさや心情の機微を表す語句

の量を十分に増し、文章の中で適切に活

用することを通して、語感を磨き語彙を豊

かにしている。 

ｂ[書]：翻案を書くために、選んだ題材に応

じて有効な情報を適切に収集、整理して、

表現したいことを明確にしている。 

ｃ：効果的に言葉を用いながら、工夫を凝ら

した翻案を創作しようとしている。 

定期考査 

ワークシート 

定期考査 

ワークシート 

ノート 

ワークシート 

テキスト音読 
［教材］ 

古典作品を翻案する 

短歌評論を読み、短歌におい

て重要な二つの要素（「共感」と

「驚異」）について理解する。 

ａ： 言葉には、想像や心情を豊かにする働

きがあることを十分に理解している。 

ｂ[読]：。設定した題材に関連する多様な作

品などを基に、自分のものの見方、感じ

方、考え方を十分に深めている。 

ｃ：、効果的に言葉を用いながら、工夫を凝

らした批評文を書こうとしている。 

定期考査 

ワークシート 

定期考査 

ワークシート 

ノート 

ワークシート 

テキスト音読 

［教材］ 

麦わら帽子のへこみ 

短詩型文学固有の表現の特質

を理解する。 

ａ：：短歌・俳句における文体の特徴や修辞

などのさまざまな表現の技法について、体

系的に理解し効果的に使用している。 

ｂ[書]：短歌・俳句の特徴や修辞の働きなど

を十分に考慮して、読み手を引き付ける独

創的な短歌になるよう効果的に工夫してい

る。 

ｃ：効果的に言葉を用いながら、工夫を凝ら

した短歌・俳句を創作しようとしている。 

定期考査 

ワークシート 

定期考査 

ワークシート 

ノート 

ワークシート 

テキスト音読 

［教材］ 

短歌八首 

俳句八句 
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４ 学習の活動 

※表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度   

※単元の評価規準[ｂ]について…括弧内には[ 話／聞、書、読 ]のどれか一つを記入して下さい。 

※年間の各領域時間数 

  ・話すこと／聞くこと …  （        ）時間 

  ・書くこと      …  （   ２０   ）時間 

  ・読むこと      …  （   ５０   ）時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

まとまった分量のある小説を読

み、場面の展開や登場人物の

心理の変化を捉える力を養う。 

ａ：ものの見方、感じ方、考え方を豊かにす

る読書の意義と効用について十分に理解

を深めており、積極的に読書を行ってい

る。 

ｂ[読]：「こころ」の内容や解釈を適切に踏ま

え、人間、社会、自然などに対するものの

見方、感じ方、考え方を十分に深めてい

る。 

ｃ：内容を踏まえて疑問に思ったことなどに

ついて話し合い、自分の考えを深めるとと

もに、話し合いを経て考えたことを的確にま

とめようとしている。 

定期考査 

ワークシート 

定期考査 

ワークシート 

ノート 

ワークシート 

テキスト音読 

［教材］ 

 こころ 

 

詩の基本的な読み方を習得し、

作品全体の構成、情感や姿勢

を理解し、鑑賞する。 

ａ：言葉には、想像や心情を豊かにする働

きがあることを十分に理解している。 

ｂ[読]：作品の構成や展開、表現の仕方を

十分に踏まえ、解釈の多様性について考

察を深めている。 

ｃ：詩の内容を踏まえてそれぞれの詩の発

想の独特さについて話し合い、自分の考え

を深めるとともに、話し合いを経て考えたこ

とを的確にまとめようとしている。 

定期考査 

ワークシート 

定期考査 

ワークシート 

ノート 

ワークシート 

テキスト音読 

［教材］ 

永訣の朝 

サーカス 

ふと 

比喩表現に注意し、たとえてい

るものを明確にしながら、作者

の表現力の豊かさを味わう。 

ａ：言葉には、想像や心情を豊かにする働

きがあることを十分に理解している。 

ｂ[読]：小説という文章の種類を踏まえて、

その特徴を十分に理解し、内容や構成、展

開、描写の仕方などを的確に捉えている。 

ｃ：見慣れている事物が異なったように見え

た経験について話し合い、自分の考えを深

めるとともに、話し合いを経て考えたことを

的確にまとめようとしている。 

定期考査 

ワークシート 

定期考査 

ワークシート 

ノート 

ワークシート 

テキスト音読 

［教材］ 

檸檬 

 

自分の個性を発揮し、構成や表

現に工夫をしながら、グループ

あるいは個人で小説を書く。 

ａ：文体の特徴や修辞などのさまざまな表

現の技法について、体系的に理解し効果

的に使用している。 

ｂ[書]：小説の特徴や修辞の働きなどを十

分に考慮して、読み手を引き付ける独創的

な短編小説になるよう効果的に工夫してい

る。 

ｃ：効果的に言葉を用いながら、工夫を凝ら

したリレー小説または個人での短編小説を

創作しようとしている。 

ワークシート ワークシート ワークシート 

 

［教材］ 

短編小説を書く 


